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明治25年 黒田才之助（初代）が富山市長柄町に荒物（金物）店
（1892年） を創業

○ケィ・ディック沿革 おかげさまで130周年

Ｓ40年当時の店舗の様子

昭和40年 黒田保之助(3代目）が家庭用電気機器の販売を開始
（1965年） 屋号を黒田金物店 電気部 とする

平成元年 屋号をK-DIC黒田電機商会とする
（1989年）

平成17年 法人化し（株）K-DIC<ケィ・ディック>
（2005年） となり、現在に至る

現在の店舗



〇ケィ・ディックの現在の事業



新卒者の採用や女性の採用

女性の営業チーム

「チームきらり」

ミャンマーより

外国人実習生受入



中小企業の役割は「職親」
スタッフの成長を共に喜びたい！

BBT放送 ポツンと一軒家（毎週土曜日）絶賛放送中！



社内勉強会や地域の学校での授業にて

社内での勉強会

地域の大学でのガイダンス



〇まちのでんきやのミッション
この地域にお住まいの高齢の方々が
1人暮らしでも安心して住み続けられるまちを創る事



〇地域の課題
少子超高齢化！労働人口減少！

パソコン、地上デジタル、
スマホ等

デジタル化に伴いついていけ
ない人が増加！

こんな課題を「IOT（物のインターネット）」と「人」の力で解決できないか？

+



クラウド遠く離れた家族

元気で生活してい
る活動情報を送り
安心を与える。

冷蔵庫の中身をカメ
ラで判定し、AIにて
自動的に注文が入る。

商品を準備し配送、
冷蔵庫に届ける。

マッサージチェアーで測
定したその日の体重や血
圧を、自動的に病院に送
信する。

病院・支援センター

異常があれば、
駆けつける。

高齢者宅

故障や異常感知により速
やかに対処。遠隔操作に
て高齢者に代わって不便
なことを対応する。

部品を持ってすぐ
に駆け付ける。

まちのでんきや
配管屋、ガス屋等

「IoT」を用いた業種を超えた地域連携、
「高齢者見守り隊」のイメージ

自前で運用可能なサーバー

健康状態：体重、血圧、活動量、睡眠量

住まいの環境：気温、湿度、明るさ
管理：来客者、電話、配送物

セキュリティー管理、
クラウド運営、
個人情報管理のプロにより守られた。



IOTある生活が体感できる ケィ・ディックIOTラボ



IOTある生活が体感できる ケィ・ディックIOTラボ

IOTラボの全国展開
201８年東京ビックサイト
20１９年インテックス大阪
20２０年東京ビックサイト





まちのでんきやの地球温暖化対策/カーボンニュートラルに対して

照明ＬＥＤ化

取組その１．省エネ家電への取組

省エネ家電



取組その2．創エネ・蓄エネ・EVへの取組

自家消費型 太陽光発電

蓄電池・V２H

まちのでんきやの地球温暖化対策/カーボンニュートラルに対して



2020年1月～
富山市指定介護事業所として登録

新規事業「健康ラボ」開始！
～高齢の方々の健康を創る～

補聴器/治療器/介護福祉用具商品等



事業①.介護事業 ➁蓄電池エナジー事業 ③家電/住宅設備
補聴器事業 V2H・蓄電池 （新規顧客・家電難民対応）

株式会社ケィ・ディックのミッション
「私たちは、お客様の家族となり暮らしに喜びを提供します」

○事業展開



全国放送のニュース番組「中小企業ビジネスジャーナル」に
「地方発！地域貢献のビジネスモデル」として紹介。

会計ソフト「勘定奉行シリーズ」でおなじみの株式会社オービックビジネスコンサルタントの和田社長か
らも「顧客に感動を与える仕事」と称賛をいただき、弊社が今後進めていこうとしていた介護分野への事
業拡大をすすめられました。「健康ラボ構想」がますます加速することを感じた番組出演でした。

事前に取材があり、K-DICショールーム内のIOTラボでの説明やお客様宅にご訪問のシーンも放送されました。
お客様から「ケィ・ディックさんはなくてはならない存在」と言って涙ぐむ場面もあり、感動の放送でした。



2022年 まちのパン屋さん開業予定！



省エネ製品で安心と快適をお届けする仕事

株式会社

代表取締役社長 黒田保光

＜ケィ・ディック＞
おかげさまで創業130周年


